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災
害
拠
点
病
院
等
に
お
け
る
災
害
時
の
長
期
停
電
対
策
に
関
す
る
質
問
主
意
書

東
日
本
大
震
災
の
際
、
岩
手
県
・
宮
城
県
の
病
院
で
亡
く
な
っ
た
千
四
十
二
人
の
う
ち
、
少
な
く
と
も
百
三
十
八
人
が
、
停

電
に
よ
る
人
工
呼
吸
器
の
停
止
や
薬
の
不
足
等
が
原
因
と
な
っ
た
、
通
常
の
診
療
体
制
な
ら
救
命
で
き
た
可
能
性
が
高
い
「
防

ぎ
得
た
死
」
で
あ
っ
た
と
の
調
査
結
果
を
厚
労
省
研
究
班
が
ま
と
め
た
事
に
つ
い
て
、
平
成
二
十
八
年
二
月
二
十
五
日
の
朝
日

新
聞
が
「
被
災
四
十
病
院
、
百
三
十
八
人
『
防
げ
た
死
』
」
と
い
う
記
事
で
報
じ
て
い
る
。

昨
年
九
月
の
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
に
お
い
て
も
、
発
電
所
の
い
わ
ゆ
る
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
に
よ
る
道
内
全
域
の
停
電
が
足

か
け
三
日
間
続
い
た
の
で
、
停
電
に
よ
る
病
院
の
医
療
機
器
の
停
止
等
で
人
命
に
か
か
わ
る
事
態
が
生
じ
て
い
た
可
能
性
が
あ

る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
こ
で
以
下
質
問
す
る
。

一

北
海
道
胆
振
東
部
地
震
の
発
生
後
に
道
内
の
病
院
に
お
い
て
停
電
等
に
よ
る
影
響
で
人
命
に
か
か
わ
る
事
態
が
ど
れ
だ
け

あ
っ
た
か
を
示
さ
れ
た
い
。

二

北
海
道
経
済
産
業
局
の
資
料
「
北
海
道
に
お
け
る
燃
料
供
給
体
制
の
状
況
」
（
平
成
三
十
年
十
二
月
二
十
五
日
）
に
お
い

て
、
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
の
際
に
明
ら
か
に
な
っ
た
課
題
と
し
て
、
「
病
院
・
通
信
設
備
等
の
重
要
イ
ン
フ
ラ
で
非
常
用

一



発
電
機
の
燃
料
不
足
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。
ど
れ
だ
け
の
病
院
で
ど
れ
だ
け
の
非
常
用
発
電
機
の
燃
料
不
足
が
生
じ
た
の

か
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

三

災
害
拠
点
病
院
に
つ
い
て
は
、
厚
労
省
の
災
害
拠
点
病
院
指
定
要
件
に
、
「
通
常
時
の
六
割
程
度
の
発
電
容
量
の
あ
る
自

家
発
電
機
等
を
保
有
し
、
三
日
分
程
度
の
燃
料
を
確
保
し
て
お
く
こ
と
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
が
、
道
内
の
災
害
拠
点
病
院

で
、
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
の
発
生
後
に
非
常
用
発
電
機
が
三
日
間
を
待
た
ず
に
燃
料
切
れ
と
な
り
、
上
記
要
件
を
満
た
し

て
い
な
か
っ
た
事
が
明
ら
か
と
な
っ
た
事
例
は
あ
っ
た
か
。
あ
っ
た
場
合
は
具
体
的
な
病
院
名
と
と
も
に
当
時
の
状
況
を
明

ら
か
に
さ
れ
た
い
。

四

全
国
の
病
院
に
お
い
て
停
電
時
の
備
え
と
し
て
非
常
用
発
電
機
が
設
置
さ
れ
て
い
る
割
合
は
何
分
の
何
（
何
％
）
か
。
そ

れ
と
と
も
に
、
非
常
用
発
電
機
に
加
え
て
三
日
間
以
上
の
燃
料
備
蓄
を
備
え
て
い
る
病
院
の
割
合
は
何
分
の
何
（
何
％
）
か

示
さ
れ
た
い
。

五

災
害
拠
点
病
院
は
、
二
次
医
療
圏
に
つ
き
原
則
一
ヵ
所
以
上
の
整
備
と
さ
れ
て
お
り
、
災
害
時
に
お
い
て
他
の
医
療
機
関

か
ら
患
者
移
送
を
引
き
受
け
る
等
、
い
わ
ば
「
最
後
の
砦
」
と
し
て
の
機
能
を
果
た
す
べ
き
医
療
機
関
で
あ
る
。
従
っ
て
、

非
常
用
発
電
機
の
燃
料
備
蓄
も
指
定
要
件
が
定
め
る
最
低
限
の
三
日
間
程
度
で
は
な
く
、
そ
れ
以
上
の
長
期
停
電
に
備
え

二



て
、
例
え
ば
東
京
都
地
域
防
災
計
画
で
停
電
復
旧
ま
で
最
長
で
七
日
間
か
か
る
の
を
想
定
し
て
い
る
以
上
、
都
内
の
災
害
拠

点
病
院
は
七
日
間
の
非
常
用
発
電
機
の
連
続
運
転
が
可
能
と
な
る
よ
う
な
備
え
を
持
っ
て
お
く
べ
き
で
は
な
い
か
と
考
え

る
。
全
国
の
災
害
拠
点
病
院
に
お
け
る
非
常
用
発
電
機
の
燃
料
備
蓄
量
が
連
続
運
転
で
何
日
分
が
備
え
ら
れ
て
い
る
の
か
、

そ
の
平
均
日
数
を
示
さ
れ
た
い
。

六

昨
年
六
月
十
八
日
の
大
阪
北
部
を
震
源
と
す
る
地
震
に
お
い
て
、
国
立
循
環
器
病
研
究
セ
ン
タ
ー
（
大
阪
府
吹
田
市
）
で

非
常
用
発
電
機
が
一
時
的
に
使
え
ず
、
停
電
が
発
生
し
た
。
そ
の
後
、
同
セ
ン
タ
ー
で
確
認
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
法
令
で
定

め
る
保
安
検
査
を
少
な
く
と
も
五
年
以
上
実
施
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
判
明
し
た
、
と
報
じ
ら
れ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
厚

労
省
で
は
同
年
六
月
二
十
二
日
、
各
都
道
府
県
に
対
し
、
管
内
の
病
院
に
つ
い
て
非
常
用
電
源
の
保
安
検
査
実
施
を
指
導
す

る
よ
う
強
く
求
め
る
通
知
を
出
し
て
い
る
が
、
現
実
に
一
年
以
内
に
こ
れ
を
実
施
し
た
病
院
は
ど
れ
だ
け
あ
る
の
か
。
何
分

の
何
（
何
％
）
で
示
さ
れ
た
い
。

七

石
油
連
盟
は
、
「
災
害
な
ど
に
備
え
て
燃
料
を
備
蓄
さ
れ
る
皆
様
へ
」
と
し
て
、
非
常
用
発
電
機
の
燃
料
と
な
る
石
油
製

品
に
つ
い
て
、
劣
化
に
よ
る
不
具
合
を
避
け
る
た
め
、
軽
油
に
つ
い
て
は
六
ヵ
月
、
Ａ
重
油
に
つ
い
て
は
三
ヵ
月
を
目
途
と

し
て
使
用
ま
た
は
入
れ
替
え
を
推
奨
し
て
い
る
。
災
害
拠
点
病
院
に
お
い
て
こ
の
よ
う
な
対
応
は
な
さ
れ
て
い
る
の
か
。

三



右
質
問
す
る
。

四


